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公開対象の変化

→ 個人情報、生
態系関連情報等、
社会的に配慮する
必要がある情報は
対象外。

出典：山地一禎「学術機関リポジトリをめぐる最新動向」
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1. 社会からの要請

 学術情報のオープン化の推進について（審議まとめ）

 (3) 研究成果の散逸等の防止

 大学等においては、研究成果を知的資産と捉え、明確な方針の下で保管し、蓄積してい
くことが重要である。

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/036/houkoku/1368803.htm

 研究成果：論文、研究データ、プレプリント等

 知的財産は、原則として機関帰属

 今まで以上に厳密なセキュリティや運用体制の構築が求められる



リポジトリの信頼性



2. 機関としての視点

理解共有、
論文公開勧誘

①雑誌投稿論文の
原稿ファイルを送付

論文投稿、
著作権譲渡

出版社、学会

学内研究者

②公開可否確認

③登録・公開

機関リポジトリ

機関リポジトリ担当者

システム管理

ほか、大学の活動成果
（紀要、研究報告書、博士
論文等）の登録作業など

最大の仕事

出典：機関リポジトリ初任者研修用スライド



研究データ

プレプリント Institutional 

Repository

業績の出版

調査・分
析

成果の発表

データの
共有・公開研究者

ライブラリアン

学術論文（Green OA・Gold OA）

機関として保全
すべき対象

公開したいコンテンツ

機械可読なポリシー
（助成機関・所属機関）
に基づくハーベスト

コンテンツ
メタデータ（利用条件等）

コンテンツ
メタデータ（利用条件等）

コンテンツ
メタデータ（利用条件等）

研究成果の自動的な集約



3. 実務上の視点

Ref:

The Scholix Framework for Interoperability 

in Data-Literature Information Exchange

https://doi.org/10.1045/january2017-burton

Scholix:
論文とデータを連携させるため、両者のメ
タデータの類似性から自動的にリンクを作
成できるか、という実験プロジェクト。

https://doi.org/10.1045/january2017-burton


記述すべき関係性

relationTypeの種類：
isVersionOf hasVersion isPartOf
hasPart isReferencedBy
references isFormatOf hasFormat

isReplacedBy replaces         
isRequiredBy
requires isSupplementTo

isSupplementedBy isIdenticalTo
isDerivedFrom isSourceOf

ContactPerson：連絡担当者
DataCollector：データ収集者
DataCurator：データキュレーター
DataManager：データ維持管理者
Distributor：頒布者
Editor：編集者
HostingInstitution：提供機関
Producer：製作者
ProjectLeader：プロジェクトリーダー

ProjectManager：プロジェクト管理者
ProjectMember：プロジェクトメンバー
RelatedPerson：関係者
Researcher：調査者
ResearchGroup：調査グループ
Sponsor：スポンサー
Supervisor：監督者
WorkPackageLeader：ワークパッケージ管理者
Other：その他

助成機関識別子の種類
Crossref Funder【推奨】
GRID：Global Research Identifier 

Database
ISNI：国際標準名称識別子

Other

コンテンツ間

助成情報

作成者・寄与者

JPCOARスキーマより抜粋：

http://id.nii.ac.jp/1458/00000024/



求められるスキル@2027？

北本朝展. ディープラーニングとオープンサイエンス
～研究の爆速化が引き起こす摩擦なき情報流通へのシフト～
第3回 SPARC Japan セミナー2016 : http://www.nii.ac.jp/sparc/event/2016/pdf/20170214_3.pdf



関係性の自動形成

<jpcoar:relation>
<jpcoar:relatedIdentifier

relationType=“isVersionOf”
relatedIdentifierType=“DOI”>

https://doi.org/10.1007/s11284-016-1424-

1</jpcoar:relatedIdentifier>
</jpcoar:relation>

<jpcoar:relation relationType=“isReferencedBy”>
<jpcoar:relatedIdentifier
relatedIdentifierType=“DOI”>doi:10.5194/essdd-8-
703-2015</jpcoar:relatedIdentifier>
</jpcoar:relation>

Institutional 

Repository

機械学習による
関係性の自動形成


